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紫雲丸
　雨が降った日の翌日、霧がかかることが多いので
すが、瀬戸内では、晴れた日の翌日も霧になることが
あります。
　本州四国連絡橋ができる前、本州と四国を結ぶ最
大の輸送路は、岡山から鉄道で宇野を経由し、高松
に至る、旧国鉄の宇高連絡船でした。1955年（昭和
30）5月11日、高松から宇野に向かっていた紫雲丸
が、濃霧の中で第三宇高丸と衝突して沈没しました。
　日の出から約1時間後の6時20分、宇野港鉄道
第二岸壁から乗組員42名、貨車18両を載せた貨
物船第三宇高丸（1,282t）が出航しました。無線連
絡で、高松地方気象台5時30分発表「沿岸の海上
で局地的な濃霧が発生するところがあり、視界は50
ｍ以下の見込み」の濃霧注意報の情報が入っていた

のですが、付近
に霧はなく、天
気は曇、風は弱
く、波も穏やか
でした。12.5ﾉ
ｯﾄ（23km/h）の
全速力で高松に
向かっています。
　6時40分、高
松 港 鉄 道 第 一
岸壁から乗組員
63名、旅客781

名、貨車等19両を載せた客貨船紫雲丸（1,480t）が
出航しました。港を出てすぐに霧に遭遇しています。
航路の前方右手にある女木島付近は霧におおわれ、
女木島の標高217ｍの山頂は見えるものの、山裾は
まったく見えませんでした。女木島に近づくにつれ、
霧が濃くなって視程が100ｍ程度になり、レーダー
と汽笛で相手の船を確認しながら、減速せずに10.8
ﾉｯﾄ（20km/h）の速度で進んでいます。
　規定では左舷対左舷（右側通行）で衝突を避ける
ことになっているのですが、なぜか、紫雲丸は逆の方
向に進み、第三宇高丸の進路をさえぎる形になり、6
時56分に第三宇高丸と衝突しています。紫雲丸は
衝突から約5分後に沈没しました。第三宇高丸は
船首を破損したものの、沈没をまぬがれ、紫雲丸の
乗員の救助にあたりました。この事故で、一般乗客

166名、紫 雲
丸船員2名の
計168名が亡
くなっていま
す。この中に
修学旅行中の
小中学生100名（男子19名、女子81名）と教諭・随
行者8名が含まれていたことから大きな社会問題に
なり、この事故の後、本四架橋建設を求める声が高ま
りました。
　紫雲丸がなぜ航路をはずれたのか、理由はよくわ
かりません。亡くなった紫雲丸の船員2名の中に、
操舵を指示していた船長が含まれているからです。
当時の船員法では、船長は船内に一人でも人が残っ
ていれば退船できないことになっており、最後まで乗
客の救助にあたっていました。
　冬の瀬戸内海は海水温がかなり低くなります。春
になり気温が高くなっても、海水はなかなか暖まらず、
海水温の低い状態が続きます。そんなときに陸上
の暖かく湿った空気が海上に流れ出すと、冷たい海
面で冷やされて霧が発生します。海峡部や島陰など
潮流が強い場所は、水深の深いところにある冷たい
海水が表面に押し上げられて、局所的に海面水温が
低い部分ができるため、特に濃い霧が発生します。
　事故前日の高松の天気は快晴、最高気温は
24.6℃で平年よりもやや高め、湿度は70％前後とか
なり高くなっていました。上空は日本海の低気圧に
向かって南西風が吹いていたのですが、盆地状の地
形の影響で、地上付近は逆方向の弱い東風が吹いて
いました。このため、湿った空気が滞留しやすくなっ
ていました。事故当日の朝、滞留していた暖かく湿っ
た空気が放射冷却で冷えて湿度が高まり、さらに冷
たい海水によって冷やされ、局地的な濃霧が発生し
たと思われます。
　2004年5月、各地で50回忌法要が行われました。
これを機に、中断した修学旅行をやり直した人たち
がいました。5月12日、京都の三十三間堂に同級
生28人の遺影を手にした高知市立南海中学校の卒
業生たちと80歳になる担任教諭の姿がありました。
追悼旅行を知った寺から「重い荷を背負い続けてき
た生存者を慰め、犠牲者を供養したい」との申し出が
あり、本尊の千手観音像の前でしめやかに追悼法要
が行われました。

気象予報士　㈱富士ピーエス顧問　松嶋 憲昭

■
響
き
渡
る
ア
ザ
ー
ン
の
調
べ

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
朝
は
早
い
。
朝
4
時
半
ご
ろ

に
ア
ザ
ー
ン（
周
辺
住
民
に
礼
拝
を
呼
び
か
け

る
拡
声
器
を
使
っ
た
放
送
）が
流
れ
、モ
ス
リ
ム

た
ち
は
礼
拝
に
向
か
う
。
私
は
モ
ス
リ
ム
で

は
な
い
た
め
礼
拝
に
は
行
か
な
い
が
、
毎
日
ア

ザ
ー
ン
を
聞
く
度
に
自
分
が
異
国
に
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
。

　

職
場
で
も
モ
ス
リ
ム
た
ち
は
礼
拝
を
欠
か
さ

な
い
。
そ
こ
で
、
現
場
事
務
所
の
裏
手
に
も
礼

拝
所
が
設
け
て
あ
る
。
礼
拝
の
時
間
に
は
ほ
と

ん
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
礼
拝
所
に
集
ま
る
の
で
、事

務
所
は
も
ぬ
け
の
殻
だ
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
と
っ
て
、
金
曜
日
は
特

別
だ
。
普
段
は

作
業
着
を
着
て
い

る
ス
タ
ッ
フ
が
、バ

テ
ィ
ッ
ク（
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
フ
ォ
ー

マ
ル
ウ
ェ
ア
の
一

つ
）
を
着
て
働
く
。

11
時
30
分
～
13

時
の
間
は
事
務

所
裏
の
礼
拝
所
で

は
な
く
近
く
の
モ
ス
ク
ま
で
行
っ
て
礼
拝
す
る
。

当
然
、そ
の
前
後
は
ほ
と
ん
ど
の
仕
事
が
中
断

し
て
し
ま
う
。

■「
キ
ラ
キ
ラ
」の
な
い
現
場
を
目
指
し
て

　

私
の
仕
事
場
・
タ
ン
ジ
ュ
ン
プ
リ
オ
ク
高
架

橋
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
北
部
の
国
際
貿
易
港
（
世

界
コ
ン
テ
ナ
取
扱
数
22
位
（
東
京
港
27
位
））

へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
と
高
速
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
バ
イ
パ
ス
機
能
の
改
善
を
目
的
に
計

画
さ
れ
た
。
現
在
、
建
設
の
最
盛
期
を
迎
え

て
い
る
。
P
C
工
事
も
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
お

り
、
P
C
U
桁
と
橋
脚
頭
部
の
緊
張
・
グ
ラ

ウ
ト
作
業
が
連
日
行
わ
れ
て
い
る
。
P
C
工

事
に
は
、
他
の
土
木
工
事
に
は
無
い
緻
密
さ

が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
専
門
業
者
と
緊
密
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
工
事
を

進
め
て
い
る
。

　

現
地
ス
タ
ッ
フ
や
専
門
業
者
と
の
打
合
せ

や
会
話
の
中
で
、「
キ
ラ
キ
ラ
」と
い
う
単
語
が

頻
繁
に
使
わ
れ
る
。「
お
お
よ
そ
」
と
い
う
意

味
で
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
ス
タ
イ
ル
を
象
徴
す
る
言

葉
だ
と
思
っ
て
い
る
。
P
C
工
事
が「
キ
ラ
キ

ラ
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、こ
の

現
場
で
は
最
も
重
要
か
つ
最
も
難
し
い
こ
と

だ
と
感
じ
て
い
る
。
現
場
の「
キ
ラ
キ
ラ
」
を

根
絶
す
る
た
め
、
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に

一
丸
と
な
っ
て
、
品
質
管
理
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
暮
ら
し
を
彩
る
ノ
ベ
ル
テ
ィ

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
生
活
で
は
、
日
本
に
比
べ
て
安

く
手
に
入
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、蛇
革
を

使
っ
た
財
布
や
キ
ー
ケ
ー
ス
。
オ
ー
ダ
ー
メ
ー

ド
の
蛇
革
製
品
は
、
日
本
の
半
分
以
下
の
値

段
だ
。
訪
問
販
売
が

盛
ん
で
、
蛇
革
製
品

を
売
り
歩
く
現
地
の

お
ば
さ
ん（
通
称
：

蛇
革
お
ば
さ
ん
）が
い

る
。
他
に
も
サ
ン
ダ

ル
お
じ
さ
ん
や
ア
ク

セ
サ
リ
ー
お
じ
さ
ん

な
ど
、
色
々
な
○
○

お
じ
さ
ん
や
○
○
お

ば
さ
ん
が
い
て
、
彼
ら

の
商
品
が
ジ
ャ
カ
ル

タ
ラ
イ
フ
を
彩
っ
て
く

れ
る
。

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
生
活

が
1
年
を
超
え
た
妻

の
お
気
に
入
り
は
、
食
器
の
ジ
ェ
ン
ガ
ラ（
バ

リ
島
）。
3
歳
の
娘
の
お
気
に
入
り
は
、
本
格

ア
ジ
ア
ン
テ
イ
ス
ト
の
ウ
ド
ゥ
ン
チ
ェ
ア
だ
。

い
ず
れ
も
手
ご
ろ
な
価
格
で
購
入
で
き
た
。

私
は
と
言
え
ば
、
ジ
ェ
ン
ガ
ラ
に
盛
り
付
け
ら

れ
た
妻
の
手
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、
ビ
ン
タ
ン

ビ
ー
ル（
日
本
の
約
半
額
で
癖
が
な
く
飲
み
や

す
い
）を
飲
む
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
る
。

■
今
後
も
求
め
ら
れ
る

　イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
交
通
渋
滞
と
雨
季
の
洪
水
は

深
刻
な
社
会
問
題
だ
。
普
段
は
、現
場
ま
で
1

時
間
ぐ
ら
い
で
通
勤
で
き
る
が
、
渋
滞
で
4
時

間
近
く
か
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
雨
季
の
大
雨

で
は
、
現
場
前
の
道
路
が
し
ば
し
ば
ひ
ざ
下
ま

で
冠
水
す
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
改
善
に
、
首

都
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
さ
え
ま
だ
ま
だ
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
必
要
で
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
土
に
目
を
向

け
れ
ば
、
膨
大
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
な
こ

と
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
だ
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
更
な
る
発
展
の
礎
と
な
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
、日
本
の
A
S
E
A
N
外
交
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
上
重
要
と
な
る
資
源
産
出

国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
O
D
A
工
事
は
、
益
々
、

そ
の
必
要
性
と
重
要
性
が
増
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

カ
オ
ス
か
ら
の
変
貌

～

熱
気
と
活
気
に
満
ち
溢
れ
た
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
て～

鹿島建設株式会社
タンジュンプリオク
高架橋工事事務所

鈴木 和仁

毎日新聞　1955年5月11日夕刊

ビンタンビールとジェンガラに
盛られた手料理

蛇革製品の訪問販売

高架橋スラブの施工

現場前の洪水

バティックを着ての会議風景

現場周辺の渋滞
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